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概要：本研究では，学習動機と目的指向性に基づいた学習支援をグループ単位で行ったオンライン講座の実践につい

て報告する．オンライン講座の受講者を事前アンケートに基づいて類似した受講動機を有するグループにあらかじめ

分けて，グループごとの学習状況を定量的に把握しながら学習支援を実際のオンライン講座で行った．本稿では本実
践の概略と学習支援の概要，事後アンケートの結果を示す． 
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1. 背景   

	 オンライン学習環境における学習支援の研究が進展して

いる．オンライン学習環境では，教育場面における受講者

のコース上での振る舞いをログデータにより把握すること

が可能であり，クイズやレポートの取り組み状況を含めた

学習履歴データの分析（ラーニングアナリティクス（LA））

による教育学習の改善が期待される（緒方ら 2017）。例え

ば MOOC（大規模公開オンライン講座）のような学習環境

では，開講時に一般的な eラーニングと比べて多数の学習

者が一つの講座を受講するため，学習履歴データを基にし

て学習者の進度に基づいた学習支援を行うパーソナライズ

ド学習を実施するに事足りる十分なデータを取得すること

も可能である．一方で，一般向けのオンライン講座の場合，

様々な学習動機や事前知識を有した学習者が集まるため，

画一的な教材群や講師からの働きかけでは受講者の学習意

欲を維持することが困難であり，MOOCの一般的な修了率

の低さもこれを裏付けている．MOOCの修了率を高める手

法として，電子掲示板（ディスカッションボード）におけ

る活動が学習継続に与える効果（Comerら 2014）や書き込

みや参加が修了率へ与える影響（Adamopoulos 2013, Zhang 
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2016）が検討されてきた．修了率を高めるにあたっては，

学習者の学習状況を定量的に把握した上でそれぞれの学習

者に適した学習支援を行うことが有効だと考えられる．し

かしながら多数の受講者を有するオンライン講座において，

一人一人の状況に沿った学習支援を実施することは容易で

はない．代替手段として，近しい受講動機を有した学習者

でグループを形成し，グループごとに学習支援を行うこと

が有効だと考えられる．また学習支援にあたっては，グル

ープの学習状況を一定の指標に基づき評価しながら支援を

行うことが，適切な支援を継続して行う上で不可欠だと考

えられる． 

2. 目的 

	 本研究では，オンライン講座の受講者が有する学習動機

と目的思考性に基づいた学習支援をグループ単位で行う手

法の有効性を検討する．実際のオンライン講座においてこ

の手法を適用し，学習者の学習状況を定量的に把握した上

でそれぞれのグループに対して学習支援を行い，オンライ

ン教育の実践を通じてその効果と課題を検討する．  
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3. 方法 

3.1 オンライン講座の概要 

	 本研究の実施のため，オープンエデュケーションと未来

の 学 び を テ ー マ と し た 講 座 を 開 発 し た （ https:// 

www.jamooc.net/，要ログイン）．本講座は希望者であれば誰

でも登録できる MOOC の形態を取り，登録者に対してア

カウントを発行するオンライン講座を開発した． 

	 本講座のコンテンツは，研究者らによって制作された講

義ビデオおよび確認クイズ， 終課題から構成される．講

座コンテンツの構成を表１に示す．講座コンテンツの配信

等に用いるMOOCプラットフォームにはMoodleバージョ

ン 3.4+を用いた．動画の配信には YouTubeを用いた． 

  

表１	 講座コンテンツの構成 
週数と 
開始日時 

テーマ ビデオ
の数 

評価 配点 

Week 1 
（2018 年 12
月 7日） 

オープンエデュ
ケ ー シ ョ ン と
は？ 

7 確認テス
ト （ 12
問） 

18点 

Week 2 
（2018 年 12
月 14日） 

MOOCとは？ 5 確認テス
ト （ 10
問） 

15点 

Week 3 
（2018 年 12
月 21日） 

オープンエデュ
ケーションの背
景と課題 

5 確認テス
ト （ 10
問） 

15点 

Week 4 
（2018 年 12
月 14日） 

オープンエデュ
ケーションが変
える学びと社会 

6 確認テス
ト （ 12
問） 

18点 

終課題 オープンエデュ
ケーションの学
習における活用
場面の考案 

なし レポート
課題 

34点 

 

3.2 指標に基づいた学習支援 

	 本講座では森ら（2018）の提案した学習支援を目的とし

た MOOC 学習継続モデルに基づきながら，受講者に学習

支援を行う．具体的には Rovai（2003）が提唱する遠隔教育

での学習継続モデルを発展させた「MOOC版学習継続決定

モデル（MOOC Persistence Decision Model，以下 MPDモデ

ルと記載）」を指標とし，受講者グループの状況を把握しな

がら学習支援を行う．本研究における「学習継続」とは，

受講者のログオン状況およびビデオと課題の実施状況から

判定可能な，受講者がオンライン講座の受講を継続する

persistence（粘り強さ）と定義する．本講座で用いた MPD

モデルに含まれる要素は以下の通りである．  

l 受講者の特徴（年齢，性別，MOOC受講経験） 

l 受講者のスキル（時間管理，ゴール設定） 

l 外部要因（予想される学習時間，実際の学習時間） 

l 内部要因（興味と講座の合致度，満足度，修了に向

けた意欲，他の学習者とのインタラクション意欲） 

3.3 受講者のグループ分け 

	 本講座では 3.2 に示した指標に基づきながら，受講者の

プレアンケートの結果をもとに，受講者を学習動機等に基

づいてグループ分けを行う．受講者グループは固定とし，

メンバーの入れ替えは行わない．本講座では講座内容を鑑

み，以下の内容について尋ねるプレアンケートを用意した． 

l 受講動機，MOOC受講経験（選択式） 

l 毎週の予想学習時間 

l 時間管理スキル 

l 目標設定スキル 

l 他の学習者との交流希望 

	 講座における受講者の学習継続状況の把握には，毎週の

講座コンテンツ受講後に求めるアンケートおよび学習ログ

を用いる． 

学習支援に関して，それぞれの受講者グループには，受

講動機に基づいたグループ専用の補助教材を提供する．ま

た，プレアンケートで受講者が申告した予想学習時間の長

さと学習ログから得られた実際の学習時間の長さとの差，

また時間管理スキルおよびゴール設定スキルの自己評価か

ら，受講者の状況を合わせて評価し学習継続を促す働きか

けを行う．他の学習者との交流を希望する受講者グループ

に対しては，交流を図る働きかけを行う．これらの学習支

援をグループ個別で行うことで，受講者の学習継続および

講座の修了を促すことを目指す． 

4. 結果 

4.1 受講者 

本講座は 2018 年 12 月に行われた．2018 年 11 月に受講

募集を行い，45名が登録した．受講者には受講登録の際に

プレアンケートへの回答を求めた．プレンアンケートの結

果から，「オープンエデュケーションへの興味（31 名，以

下グループ A と表記）」と「新しい教育方法への興味（14

名，以下グループ Bと表記）」の 2グループを設けた． 

4.2 MPD モデルに基づいた受講状況把握 

受講者の受講動機および興味に基づいた情報提供を行

った．Week1 開講後も受講登録が続いたことから，Week2

開講日に合わせ，各グループの学習動機に基づいた補助教

材の提供を行った．具体的には，グループ Aに EUにおけ

るオープンエデュケーションの普及状況に関する教材を提

供し，グループ Bにはオープンペダゴジーの概念と事例に

関する教材を提供した．また，受講者を MPD モデルに基

づいて学習継続の状況を評価した．受講者のログイン状況

および教材を用いた学習の進捗状況をグループ間で比較し，

相対的な学習状況を把握した．また毎週の講座コンテンツ

受講後に，以下内容に関するアンケートへの回答を求めた． 

l 講座内容と自身の興味との重なり 

l 満足度 

l 受講の負担感 

l 学習進捗に関する自己評価 

l 受講動機の変化 
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l 週ごとのおおよその学習時間 

加えて，受講後には講座全体の感想を求める以下の項目

で構成されるポストアンケートを行った． 

l MOOCプラットフォームに関する評価 

l MOOCコースの設計・デザインに関する評価 

l 各講座コンテンツに関する評価 

l スタッフに関する評価 

l 受講者自身に関する評価 

また，MOOCプラットフォーム上に電子掲示板を開設し，

受講者からの質問受付や受講者間の相互交流に用いた．電

子掲示板での対応は研究者グループが行った． 

4.3 受講中の学習支援 
受講者の受講状況を MPD モデルの指標に基づき，オン

ライン講座の各週が開講する直前までのデータから受講者

状況の分析を行った上で，学習支援を行った．本講座では

計 2回の学習支援を行った． 

(1) Week4 の開始直前 

この時点での各グループの受講者の学習状況を分析し

たところ，Week3 までの課題を実施した受講者数が A，B

両グループにおいて顕著に減少した．Week2まで課題を実

施した受講者が両グループとも 17名であったものが，Aグ

ループで 4名，Bグループで 2名であった．各グループの

受講者のプレアンケートを分析したところ，A グループで

Week3開講以降にオンライン講座にアクセスしていない受

講者は，アクセスしている受講者と比べて時間管理スキル

と目標設定スキルが低い一方，受講者同士の交流に対する

意欲が比較的高いことが判明した．また B グループでは

Week3以降にアクセスしている受講者の方が，アクセスし

ていない受講者よりも受講者同士の交流に対する意欲が比

較的高かった（表２）． 

これを受けて，双方のグループの全員に対して受講継続

を促すメッセージを Week3 までの講座の概要案内と共に

送ると同時に，A グループには電子掲示板での交流を促す

メッセージを送った．その結果，A グループにおいてログ

イン状況が改善し，2019年 1月 9日までに 1名が Week3ま

での課題を実施した．B グループについては変化が見られ

なかった． 

 

表 2	 Week4直前の状況 
グループ Week3

開講以
降のア
クセス 

人数 時間管理
スキル
（平均） 

目標設定
スキル
（平均） 

交流意欲 
（平均） 

A 無 20 2.5 3.15 3.45 

A 有 11 2.91 3.45 3.09 
B 無 9 3.22 3.78 2.89 

B 有 5 3 3.8 3.6 

全体平均   2.8 3.42 3.27 

 

(2) 最終課題の〆切直前 
	 この時点での 終レポートの提出が 5件のみと低調であ

ったことから，この時点での各グループの受講者の学習状

況を分析した．その結果，Aグループと比較して Bグルー

プではログイン状況がより低調であるほか，A グループで

プレアンケートの目標設定スキルが高い受講者が受講を継

続していること，受講中アンケートにおいて講座内容と自

身の興味との重なり，満足度が高いことが判明した．また

B グループでは，プレアンケートでは受講者同士の交流意

欲が高かった受講者が学習を継続していないこと，受講中

のアンケート結果に変化が見られないことが明らかになっ

た（表３）．このことから，目標設定スキルの低い受講者の

受講継続が困難になっていること，受講中アンケートに答

えていない受講者の満足度と受講の負担感が高まっている

ことが想定された． 

これを受けて，全体に対して締め切りの延長を行ったほ

か，Week1の講義ビデオで紹介した事例をもとにした簡単

なクイズに正解した受講者を招待するウェビナーを告知し

た．加えて，A グループにはビデオ講義で用いたスライド

を配布して課題に答え修了を促すメッセージを送り，B グ

ループにはグループメンバーが興味を持つ新しい教育方法

について意見交換を行うことを通知し，B グループのみが

アクセスできる掲示板上で意見交換を行うスレッドを設け，

研究者グループがスレッド上で情報提供を行った．その結

果，延長した締め切りまでに 13 名が 終レポートを提出

した． 

 

表 3	 終課題の〆切直前の状況 

グループおよび

学習継続状況	

人数	 時間管理	 目標設定	 交流意欲	

A グループ：	0		 4	 2.00	 2.25	 3.75	

A グループ：	1	 10	 2.60	 3.10	 3.20	

A グループ：	2	 4	 2.75	 3.00	 3.75	

A グループ：	3	 4	 2.75	 4.25	 3.00	

A グループ：	4	 8	 2.75	 4.75	 3.25	

B グループ：	0	 3	 4.00	 4.33	 3.33	

B グループ：	1		 4	 2.50	 3.50	 3.25	

B グループ：	2	 2	 3.50	 3.50	 3.50	

B グループ：	3	 0	 0.00	 0.00	 0.00	

B グループ：	4	 5	 3.00	 3.80	 2.80	

0:教材アクセス無し	 1:Week1までアクセス有 

2:Week2までアクセス有	 3:Week3までアクセス有 

4:Week4までアクセス有 
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4.4 修了状況と受講後アンケートの結果 
本講座は 2019 年 2 月に閉講し，14 名が修了した（修了

率 31.1%）．受講後アンケートの回答者は合計で 13 名（A

グループ 8名，Bグループ 5名）であった．両グループの

回答の平均値をグラフ化したものを図 1に示す．両グルー 

プとも受講後の満足度はおしなべて高かったものの，両グ

ループを比較して，A グループでは講義の負担感や学習内

容の正しさ，MOOCの継続利用に関するスコアが比較的高

かった．一方 Bグループでは，参加の積極性や講座への興

味，受講の楽しさに関するスコアが比較的高かった．また，

週あたりの自己申告による学習時間は，A グループの平均

時間が 2.18時間だったのに対し，Bグループは 1.2時間と

大幅に少なかった．回答数が少ないことを踏まえると分析

は困難であるが，双方の受講者とも Bグループの受講者の

方が講座をより積極的にかつ負担なく受講できたことがう

かがえる．自由記述からは，「自分の興味に沿った教材を楽

しみながら学べた」とのコメントがあった一方，「自分が選

択しなかった方の教材が気になる」「もう一つのグループの

教材や掲示板を見たかった」とのコメントも見られた． 

5. 考察 

	 本研究で想定した MPD モデルによるオンライン講座に

おける受講者の学習継続に関する状況把握を行うことがで

きたといえる．2回の学習支援によって，1回目の支援では

 
（設問項目） 
Q1 この授業は，自分が何を学べば良いかがわかるような構成になっていた 
Q2 毎週の講義では学習の目標が明確に示されていた 
Q3 示された学習の目標を達成できるようなデザインの授業だった 
Q4 授業に伴う負担には偏りがなかった 
Q5 講義のビデオは注意深く準備されていた 
Q6 授業内課題は課題の難易度やその説明などがしっかりと考えられて作られていた 
Q7 他の参加者の投稿やコメントは役に立った 
Q8 この授業はテーマ（オープンエデュケーションと未来の学び）に沿った内容であった 
Q9 この授業はオープンエデュケーションについて深く学べるものであった 
Q10 この授業はオープンエデュケーションについてわかりやすく説明されていた 
Q11 学習した内容は 新のものであった 
Q12 学習した内容には間違いがなかった 
Q13 すべての人々が理解しやすい内容であった 
Q14 教師や TAがフォーラムで書き込んだ情報は，この授業をより理解することに役立った 
Q15 この授業で学んだ内容は日常生活や仕事など，実世界に活かせるものであった 
Q16 教師や TAの説明はわかりやすかった 
Q17 教師から毎週提示される情報は，学習を進めるのに有効であった 
Q18 教師や TAから，必要な時に適切な連絡があった 
Q19 教師や TAの回答は迅速であった 
Q20 必要に応じて教師や TAに連絡を取ることができた 
Q21 私は積極的にこの授業に参加した 
Q22 この授業の内容は興味深かった 
Q23 私は楽しみながらこの授業に参加した 
Q24 この授業を受講したことで，関連する分野についての学習を進めたいと感じた 
Q25 この授業を受講する目的を達成したように感じた 
Q26 私は将来，MOOCのような学習環境を，継続学習の場として頻繁に使用するだろう 

 

図１	 受講後アンケートの結果 
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A グループの受講状況の改善が若干見られたほか，2 回目

の支援では両グループにおいて 終課題の提出状況を向上

することができた． 

一方で，受講者全体の数が 50 名弱と少なかったことか

ら，特に受講中アンケートへの回答者数が乏しく，グルー

プの傾向を正確に把握し分析することが困難であった．ま

た，受講中アンケートに答えないユーザの状況把握がプレ

アンケートの結果からの推測のみによってしか行えないこ

とも，本研究におけるアプローチの限界だと言える．特に

受講登録後ログインをしていない非受講者の状況把握をす

ることは困難であり，自由な受講形態を取る MOOC のよ

うなオンライン講座特有の課題だと言える． 

6. まとめ 

本研究では，オンライン講座における学習動機と目的思

考性に基づいた学習支援をMPDモデルに基づいて実施し，

実践を通じてその効果と課題を検証した．本研究で実証の

ために実施したオンライン講座より，本研究の枠組みによ

る学習支援に一定の効果が見られた． 

今後の課題として，非受講者に対する働きかけやMPDモ

デルにおける外部要因および内部要因の把握方法のさらな

る検討が求められる． 
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